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1：50, 000  地質図幅　                                                                   
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          ( 昭和 34 年稿 )

焼　尻　島

( 旭川―第 28 号 )

Ⅰ．地　　　形

　本図幅地域は北海道北西部の苫前町および羽幌町の北西方約 25km の日本海上にあ

り，焼
や ぎ し り と う

尻 島 註 1) と天
て う り し ま

売島との 2 島で構成される。

　焼尻島と天売島とはともに長径 4km 内外の島で，約 3.5km の武蔵水道を挾んで

対坐している。本地域は暑寒別岳と利尻火山とのほゞ中間にあって，ほとんどが硬い

火山噴出岩類からなり，両島地域で海底の地形は浅い台地状を呈しており，また両島

の近傍には多くの岩礁を点在せしめている。海図 ( 第 1 図 ) によれば，本地域の東方

北海道本島との間の海域は，東から西へ緩やかな傾斜面をもつ水深 55m 以内の大陸

棚をなしているが，ほゞ中央でやゝ傾斜が強く地形的に不連続となっている。天売島

西方ではかなり急な傾斜を示しながら深くなり，約 10km で大陸棚から大陸斜面へと

移行している。なお，本地域の北西方約 60km の地点には武蔵堆が存在する。

　また，両島の北方では急な斜面を示して深くなっているのに反して，南方海域では

水深 60m 以内のほゞ三角形の台地状が発達している。

　焼尻島は，図版 1 のように最高標高 97m で，平坦な島である。これは海成段丘が

　註 1)　アイヌ語の「ヤンケシリ」( 宝島の意 ) から出たものである。
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第 1 図　焼 尻 島 近 海 海  底 地 形 概 略 図
海上保安庁水路部 ( 昭和 4 年発行，同 27 年改補済 ) 発行の海図による

本図等深線は水深により筆者が作製したものである

図版 1　天  売  島  か  ら  望  ん  だ  焼  尻  島
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発達しているためで，とくに 55 〜 75m の台地は島の中央部を構成し，みごとな平垣

面を示している。このほか，本島ではその前面に 3 段の段丘面が発達している ( 第 4

図参照 )。海岸の大半は海蝕崖を形成し，海蝕崖と汀線との間は狭く，通常 10m 以内

であるが白浜・豊崎附近で最大 20m の幅をもつところがある。なお，本島の南西端

は断崖絶壁をなしており，歩行不可能なところがある。

　天売島は西部が高く ( 最高標高 184.5m)，5 段の段丘面を形成しながら，緩やか

に傾斜して東部海岸へ移行している。海岸線は通常海蝕崖をなすが，とくに西部海岸

は高さ 100m あまりの断崖絶壁を形成しており歩行不可能なところが多い。このよう

な崖の形成は，多分に北西方向からの強い季節風に起因するものと思われる。

図版 2　焼  尻  島  西  端  か  ら  望  ん  だ  天  売  島

　河川は両島とも小沢程度のもので，普通高さ 40 〜 50m 段丘より高位の段丘の堆積

物基底を切っているところが多い。

　本地域への交通は，苫前港から毎日 1 往復の定期船による便があるが，冬季間は風

雪のため不定期となり，きわめて不便である。

　なお，天売島の断崖をなす海岸には，とくに春から夏にかけてウミネコ ( 俗にゴメ )・

ロッペン鳥 ( オロロン鳥 )・ウトウ・ケイマフリ ( 赤足 ) などの渡り鳥が数万羽棲息
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している。

　また秋から冬にかけてはアビ・オオハムなどの大型海鳥と，シノリガモ・ウミアイ

サ・クロガモ・キンクロハジロ・スズガモなどのカモ類，およびウミスズメなどの海

鳥の越冬地ともなっている。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

　本地域の地質に関する近年発表された資料としては，僅かに勝井義雄・武田裕幸 1)

によるもののみである。

　本地域を構成する地質は，新第三系の火山噴出岩類，第四系の洪積層および冲積層

からなる。

　火山噴出岩類は，主として安山岩質熔岩および火山角礫岩からなり，両島ともによ

く似た輝石安山岩が主として発達している。しかしそれぞれの熔岩が連続して観察さ

れず，また多少岩質を異にしているので，焼尻島噴出岩類と天売島噴出岩類とに区分

した。なお，安山岩の岩質から一応対比してみるならば，第 1 表に示すような関係に

なる。

　域内における堆積岩は，勝井義雄・武田裕幸 1) によって「焼尻島北西部オネトマリ

( 西浦 ) 附近の海岸波打際に約 2m の灰白色泥岩がある」と報告されているが，今回

の調査では発見できなかった。なお，安山岩質熔岩・火山角礫岩のほか焼尻島北海岸

豊崎附近には玄武岩熔岩が，天売島東海岸の前浜附近には層理を示す凝灰質粗粒砂岩

が 6m 以上の厚さを有して存在する。

　本地域の噴出岩類は，南方の暑寒別岳の基盤や 7)9)10)，また東方の稚内層準に伴なう

安山岩類註 2) などと一連の火山活動に起因するものと考えられる。これら本地域の

火山岩類の噴出時代は，堆積岩に乏しく，また化石の産出がないために決定できな

い。しかし岩質からみて浜益地域 7) の毘砂別層〜茂生層の安山岩類に近似しており，

また変質程度の弱いことから，一応新第三系中部〜上部と考察される。なお，域内で

　註 2)　文献 6)。なお，この層準には北部地域においても常に安山岩の噴出があり，両輝石安山岩のほかに
羽幌北東部では角閃石安山岩のぼう大な噴出物がある。　
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第  1  表　地　質　総　括　表

はこれらの噴出岩類を貫ぬく，玄武岩質および安山岩質の岩脈が数多く存在する。こ

れらは天売島噴出岩類および焼尻島噴出岩類とやゝ岩質は異なるが，焼尻島噴出岩類

活動末期のものであろう。

　第四系の洪積層および冲積層は，天売島噴出岩類および焼尻島噴出岩類を覆って発

達している。洪積層は第 4 図のように 5 段のみごとな面を形成する段丘堆積層からな

る。冲積層は段丘堆積層および現海浜を形成しており，分布は狭い。

　域内における地質構造はきわめて単調なものであり，両島ともに東へ 5 〜 10°の傾

斜を示す単斜構造を示している。断層は天売島弁天から西海岸へ通る東西方向のもの，

焼尻島西部および豊崎附近で北西−南東方向のものがそれぞれ観察されるが，いずれも

小規模のものである。なお，第 1 表の通りに両島の噴出岩類が対比できるとすれば，

構造上両島間に断層が推定される。すなわち武蔵水道下であり観察しがたいが，両島

間の海底地形にも現われているもののようである。

　これらの傾動および断層運動は，天売島噴出岩類および焼尻島噴出岩類活動後洪積
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層形成前に行なわれたもので，第四紀においては数段の平坦な段丘堆積層を形成した

数次の上昇がみられる。

Ⅱ．2　天売島噴出岩類 ( 新第三系 )

　本岩類は天売島を構成するものであり，主として安山岩質熔岩と同質火山角礫岩と

の繰り返しからなっている。このほか一部には凝灰岩薄層および凝灰質砂岩を挾有し

ている。なお，これらの火成活動は両輝石安山岩の活動を主体としているが，上部に

角閃石安山岩の活動がある。

　これらの累重関係は第 2 図に示す通りである。

第 2 図　天  売  島  噴  出  岩  類  の  累  重  関  係

Ⅱ．2．1　下部熔岩 (Tl1）

　本岩は域内の最下位を占めており，天売島西海岸で小範囲に露出している。本岩は

塊状を呈する両輝石安山岩質熔岩および同質自破砕熔岩 (autobrecciated lava) から

なり，後者は通常 10 〜 50cm の角礫状をなしている。肉眼では，塊状をなすものは暗

灰色の緻密な岩石であり，角礫状のものは暗灰色〜灰色の斑状を呈し多少多孔質なも
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のである。本岩の厚さは 20m 以上である。

　鏡下では，

　 斑 晶： 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石 ( 量 の 順， 以 下 同 じ ) か ら な る。 斜 長 石 は 通

常長柱状で中性長石の性質を示し，一般に分解して汚濁しているものが多

い。輝石類はやゝ多量に含まれ自形〜半自形を呈するが，紫蘇輝石は少な

く 多 色 性 は 弱 い。 こ の ほ か 場 所 に よ っ て 鉄 鉱 の 径 1.5mm に 達 す る も の が

観 察 さ れ る 。

　石基：毛氈状組織〜斑状組織を示し，前者は短冊状，後者は短柱状のアルカリ長

石に縁どられた斜長石・紫蘇輝石のみ，あるいはそれと普通輝石・ガラス

および鉄鉱からなる。また，まれに黒雲母の細片，クリストバル石を伴な

っている。なお，天売島中央北部海岸で採集したものに，石基輝石がピジ

ョ ン 輝 石 (2V ≒ 0) か ら な る も の が あ っ た。 斜 長 石 お よ び 輝 石 の 一 部 は

炭酸塩化，緑泥石化を蒙っている。

Ⅱ．2．2　下部火山角礫岩 (Tv1)

　本岩は天売島西部海岸に露出する。主として火山角礫岩からなり，中部に層状を示

す火山礫凝灰岩および安山岩質熔岩を挾有している。基底には部分的に厚さ 30 〜 50

cm の帯黄灰色の凝灰質粗粒砂岩が存在し，下位の熔岩と接しており容易に区別でき

るが，砂岩の存在しない場所もある。火山礫凝灰岩は基底部の砂岩から約 14m 上部

に位置し，10m 内外の厚さを有する灰色〜灰白色を呈するもので，よい鍵層となっ

ている。安山岩熔岩はレンズ状をなして処々に挾在しており，肉眼で暗灰色斑状の両

輝石安山岩である。主体をなす火山角礫岩は帯褐灰色を呈し，角礫は通常径 15 〜 25

cm であるが，大きいものには 1m 以上のものも含まれている。岩質は挾在する両輝

石安山岩とほゞ同質のものであるが，肉眼的には緻密なものから多孔質のものまであ

り，色もまた暗灰色から帯赤褐色を呈するものまである。本岩の厚さは約 30 〜 40m

である。

鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 長 柱 状 を 呈 し， 中 性 長 石

の性質を示す。輝石類は比較的新鮮である。

石 基： 一 般 に ガ ラ ス 基 流 晶 質。 斜 長 石 は 短 冊 状 で ア ル カ リ 長 石 に 縁 ど ら れ， 紫 蘇

輝石と普通輝石・ガラスおよび鉄鉱からなる。輝石の量は下部熔岩と比較

すると少ない。
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L3：上部熔岩　　A3：上部角礫岩　　L2：中部熔岩　　A1：下部角礫岩
図版 3　天  売  島  赤  岩  附  近  海  岸

図版 4　天売島北西海岸に露出する火山角礫岩
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A1：下部熔岩中の自破砕熔岩　　L：同　　熔岩
図版 5　天売島屛風岩附近に露出する熔岩および自破砕熔岩

Ⅱ．2．3　中  部  熔  岩 (Tl2)

　本岩は天売島北西部から南部海岸にかけて露出し，下部角礫岩とは通常塊状の厚い

熔岩で接している。本岩は南部で厚く北部で薄く，中部に自破砕熔岩を伴なってい

る。肉眼では一般に暗灰色で斜長石の斑晶の目立つ両輝石安山岩で，下部は緻密であ

り，上部は多少多孔質である。本岩の厚さは最大 70m を算する。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 通 常 短 柱 状 を 呈 し 長 径 3

mm のものが多く，中性長石の性質を示す。普通輝石および紫蘇輝石は自

形 〜 半 自 形 を 呈 し， 下 部 の も の に 較 べ て 量 は 多 く， ま た 大 き い も の が 多

い。なお，部分的に集合双晶をなすものがある。

石 基： 一 般 に ガ ラ ス 基 流 晶 質 で， 斜 長 石 は 針 状 か ら 短 柱 状 で， 周 縁 部 に ア ル カ リ

長石がよく発達し，短柱状の紫蘇輝石のみ，あるいはそれと普通輝石・ガ

ラス・鉄鉱およびクリストバル石からなる。

　やゝ変質しているが，炭酸塩化および緑泥石化を多少蒙っているにすぎない。
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　Ⅱ．2．4　上部火山角礫岩 (Tv2)

　本岩は天売島の海岸の各所に淡灰色の崖をなして露出し，相影から弁天にいたる海

岸でとくによく観察される。本岩の厚さは約 35m で下部は火山角礫岩〜凝灰角礫岩

からなり，上部は凝灰質粗粒砂岩からなる。火山角礫岩は西部海岸および南部海岸で

発達しており，厚さは 10 数 m を有し，主として 20 〜 40cm の安山岩質亜角礫と，そ

の間を灰白色の火山砂で固結している。凝灰角礫岩は東部海岸からゴメ岬両側の下部

で発達し，灰白色の軟質凝灰質砂岩中に 20 〜 30cm の安山岩質亜角礫〜円礫が入るも

ので，火山円礫岩に近似したものである。凝灰質粗粒砂岩は前浜海岸で発達してお

り，6m 以上の厚さを有し，灰白色〜帯黄灰色の層理を示す砂岩で，安山岩質の円礫

を散含している。

　火山角礫岩および凝灰角礫岩の角礫は，肉眼で一般に灰色〜淡灰色を呈する粗鬆な

両輝石角閃石安山岩で，角閃石および輝石の斑晶が目立ち特異である。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 角 閃 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 一 般 に 長 柱 状 で

中性長石の性質を示し，多くは分解して汚濁している。角閃石は自形〜半

自形を呈し，褐 色か ら 帯緑 褐 色を 示 す。な お，比較的新鮮であるが，一部

にはオパサイト縁を生じているものがある。

石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 〜 ガ ラ ス 質 で， 短 柱 状 か ら 方 形 の 斜 長 石・ ガ ラ ス， 少 量 の

粒状を呈する紫蘇輝石・鉄鉱および少量のクリストバル石からなるが，一

部で黒雲母の微晶がみられる。

Ⅱ．2．5　上  部  熔  岩 (Tl3)

　本熔岩は天売島噴出岩類の最上部をなしているもので，天売島の上面を厚く覆って

発達分布している。海岸ではゴメ岬および相影附近に露出する。本岩は主として両輝

石安山岩質熔岩からなり，肉眼では一般に暗灰色で斜長石の斑晶の目立つ斑状の岩石

で，塊状を呈している。本岩の厚さは 80m 以上ある。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 一 般 に 長 柱 状 で 中 性 長 石

の性質を示し，多くは分解して汚濁している。普通輝石は比較的多く，ま

た双晶をなすものが多い。

石 基： 一 般 に ガ ラ ス 基 流 晶 質 で， 短 冊 状 の 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ ガ ラ ス・ ク リ ス ト
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バル石および鉄鉱からなるが，まれに黒雲母が見られ，また普通輝石を伴

なうこともある。

　なお，天売燈台の下のもので，石基は斑状組織を呈し，変質した橄欖石の微斑晶と

ピジョン輝石 (2V ≒ 0) を含むものがある。

　前述のように天売島噴出岩類は，全般的に石基中にガラスが少なく，細粒の場合に

も完晶質に近く，アルカリ長石および黒雲母がかなり晶出しており，クリストバル石

を常に伴なっているのを特徴としており，比較的アルカリ質である。なお，石基中の

有色鉱物の量からみると，その大部分は中性〜酸性の安山岩で，塩基性安山岩質のも

のは少ない。後者にはしばしば微斑晶状の橄欖石 ( 完全に変質している ) が含まれて

おり，その石基輝石はピジョン輝石のみからなっている。次に各層準ごとの石基輝石

組合せ出現状況を示す。

　　Tl3　　1　　1　　5

　　Tv2　　　　　　　2　　　　c：石基輝石がピジョン輝石のみ

　　Tl2　　　 　 2　　2　　　　d：　　〃　　普通輝石および紫蘇輝石

　　Tv1　　 　   1 　　　　　　 e：　　〃  　  紫蘇輝石のみ

　　Tl1　　1　　1　　1

　　　 　　c　　d　 　e

Ⅱ．3　焼尻島噴出岩類 ( 新第三系 )

　本岩類は焼尻島を構成するもので，主として安山岩質熔岩および火山角礫岩からな

っているが，一部には角礫凝灰岩を挾有している。これらの火成活動は天売島噴出岩

類と同様に，両輝石安山岩の活動を主としているが，このほかに角閃石安山岩および

玄武岩の活動がある。

　これらの累重関係は第 3 図に示す通りであり，全般的に東方へ 5°内外傾斜してい

る。
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第 3 図　焼 尻 島 噴 出 岩 類 の 累 重 関 係

Ⅱ．3．1　下部火山角礫岩 (Yv1)

　本岩は，焼尻島西部海岸に露出し，焼尻島噴出岩類の最下位を占めている。主とし

て径 20 〜 40cm の安山岩質角礫および亜角礫からなる火山角礫岩であるが，下部に安

山岩質熔岩を挾有している。角礫は両輝石安山岩で，肉眼では暗灰色緻密なもの，灰

色斑状のものおよび多孔質のものなどがある。また，赤褐色を呈するものなどもあ

る。なお，本岩の厚さは 20m 以上である。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 通 常 短 柱 状 か ら 方 形 を 呈

し，中性長石の性質 を 示す。 な お，分 解し て 汚濁している。紫蘇輝石は多

色性が弱く，その量は薄片によって異なる。なお，熔岩流のものは比較的

新鮮であるが，角礫のものは周縁部が鉄鉱および緑泥石に変わっている。

石 基： 一 般 に ガ ラ ス 基 流 晶 質 で あ る が， 多 孔 質 の も の は ガ ラ ス に 富 ん で い る。 前
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者は短冊状の 斜 長石・ 紫蘇 輝 石，と き には 少量の普通輝石・ガラス・クリ

ストバル石および鉄鉱からなり，後者はガラス，短柱状の斜長石，粒状の

輝石 ( 酸化して鉄鉱物を灼出している ) および鉄鉱からなる。

　これらもまた多少の炭酸塩化および緑泥石化を蒙っている。

Ⅱ．3．2　下  部  熔  岩 (Yl1)

　本岩は西浦海岸および白浜西部海岸に露出している。主として塊状の安山岩質熔岩

からなるが，一部に自破砕熔岩が観察される。本岩は肉眼で暗灰色を呈し，短柱状の

斜長石が目立つ斑状の両輝石安山岩であるが，西方突端部で角閃石の斑晶を含有する

ものがある。本岩の厚さは 50m 以上を算する。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石 お よ び 鉄 鉱 か ら な る。 斜 長 石 は 短 柱 状 を 呈 す

るものが多く中性長石の性質を示す。輝石の量は場所によって異なり，ま

た集合双晶をなすものがある。鉄鉱は少ない。

石 基： 一 般 に ガ ラ ス 基 流 晶 質 で， 短 冊 状 の 斜 長 石・ ガ ラ ス・ 紫 蘇 輝 石， と き に は

少量の普通輝石，少量のクリストバル石，あるいは鱗珪石・鉄鉱からなる。

　変質度は低く，炭酸塩化を多少蒙っているにすぎない。

Ⅱ．3．3　中部火山角礫岩 (Yv2)

　本岩は西浦海岸に露出し，西方に帯状に分布している。しかし，西方の NW-SE 方

向の断層によって切られて南部の白浜海岸には露出していない。本岩は灰色の凝灰質

な砂と安山岩質角礫〜亜角礫とからなる。角礫は通常径 3 〜 10cm，肉眼では暗灰色

斑状の岩石で，緻密なものから多孔質のものもあり，両輝石安山岩で下位の下部熔岩

に酷似している。本層の厚さは 20m 内外である。

Ⅱ．3．4　中  部  熔  岩 (Yl2)

　本岩は豊崎海岸から白浜海岸西部にいたる間に帯状に分布し，豊崎海岸で良好な露

出をなしている。主として塊状の安山岩質熔岩からなるが，自破砕熔岩を伴ない，中

部には火山角礫岩の薄層を挾有している。これらはほとんど両輝石安山岩であるが，

中部に玄武岩熔岩がみられる。本岩の厚さは最大 80m 内外である。

　両輝石安山岩は，肉眼で一般に暗灰色〜帯褐灰色の緻密な岩石であるが，一部斑状
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を呈するものがある。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 一 般 に 長 柱 状 で 中 性 長 石

から曹灰長石の性質を示し，多くは分解して不透明鉱物によって汚濁して

い る。 輝 石 類 は 双 晶 し て い る も の が 比 較 的 多 く， 緑 泥 石 化 を 蒙 っ て い る。

な お ， 一 部 に 変 質 し た 橄 欖 石 の 微 斑 晶 が 観 察 さ れ る 。

石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 お よ び 毛 氈 状 組 織 を 示 し， 短 冊 状 の 斜 長 石 ( ア ル カ リ 長 石

縁をもつ )，微細な普通輝石あるいは紫蘇輝石・ガラス・鉄鉱からなる。な

お ， ピ ジ ョ ン 輝 石 の 含 ま れ て い る こ と も あ る 。

　玄武岩熔岩は，豊崎海岸に露出し，西部は断層によって切られている。下部は 1 〜

5cm の厚さの板状節理が発達しているもので，上部は多孔質の岩石となり，上位の両

輝石安山岩質熔岩に覆われている。なお厚さは 5m 以上ある。本岩は粗粒な輝石玄武

岩で，新鮮なものは帯褐暗灰色〜暗灰色緻密であるが，風化するといっそう褐色を帯

びるものとなる。

　鏡下では，

斑晶：斜長石・普通輝石・少量の橄欖石・鉄鉱からなる。斜長石は長柱状をなし，

通常曹灰長石の性質を示す。普通輝石は自形〜半自形を呈し，比較的新鮮

である。橄欖石は変質しているが外形からそれと察せられる。鉄鉱は方形

を呈している。

石 基： オ フ ィ チ ッ ク 組 織 〜 ド レ ラ イ ト 組 織 を 示 し， ア ル カ リ 長 石， 半 自 形 〜 粒 状

の普通輝石・ピジョン輝石・鉄鉱・クリストバル石および少量のガラスか

らなる。このほか，本岩の一部で完全にオパサイト化した角閃石の捕獲結

晶が観察される。

　Ⅱ．3．5　上部火山角礫岩 (Yv3)

　本岩は，新開橋の沢出口附近 ( 豊崎 ) から白浜海岸にいたる間に分布する。本岩は

暗灰色〜灰色を呈する火山角礫岩の薄層で，角礫は通常径 5 〜 15cm の両輝石安山岩

からなる。肉眼では新鮮なものは暗灰色〜灰色斑状を呈するものである。鏡下では中

部熔岩の両輝石安山岩と同様の性質を示すが，ガラス質である。

　本岩の厚さは 15m 内外である。
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Ⅱ．3．6　上  部  熔  岩 (Yl3)

　本岩は豊崎東方海岸から白浜海岸にいたる間に露出し，島のほゞ中央部を構成して

いる。本岩は主として塊状の両輝石安山岩質熔岩および同質自破砕熔岩からなるが，

一部に角閃石含有両輝石安山岩熔岩がある。また，豊崎東部海岸で本岩上部に 7m 内

外の厚さを有する灰色の火山礫凝灰岩が挾在している。

本岩の厚さは 40 ｍ内外である。

両輝石安山岩は，肉眼で一般に暗灰色で，斜長石の斑晶が目立つ斑状の岩石である。

鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 通 常 短 柱 状 を 呈 し， 分 解

して汚濁しているが，新鮮なものは中性長石〜曹灰長石の性質を示す。

石基：ガラス基流晶質で，やゝ幅広くアルカリ長石に縁どられた短冊状の斜長石・

ピジョン輝石・クリストバル石・ガラス・鉄鉱および黒雲母からなる。

　一方角閃石含有両輝石安山岩は，肉眼で帯褐灰色〜暗灰色の斑状を呈する岩石であ

る。

　鏡下では，

斑 晶： 長 柱 状 の 中 性 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石・ 角 閃 石 か ら な る。 輝 石 類 の 量 は

両輝石安山岩に比較して少量である。

石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 〜 ガ ラ ス 質 で， 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石 お よ び 少 量 の ア ル カ リ 長

石・クリストバル石と黒雲母の微細片が含まれている。

Ⅱ．3．7　最上部火山角礫岩 (Yv4)

　本岩は，東浜北端の岬附近から白浜東部海岸にいたる間に分布し，白浜海岸で良好

な露出をなしている。本岩は主として暗灰色〜灰色を呈する径 5 〜 20cm の火山角礫

岩からなるが，白浜海岸における本岩の上部には火山礫凝灰岩がある。この火山礫凝

灰岩は帯赤褐色を呈し，風化して表面はガサガサとなり，角閃石や輝石の結晶が目立

つほど入っている。

　火山角礫岩の角礫は，両輝石安山岩と角閃石含有両輝石安山岩との 2 種があり，構

成鉱物の性質は下位の上部熔岩のものにそれぞれ酷似している。

　本岩の厚さは最大 20m を有する。
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Ⅱ．3．8　最 上 部 熔 岩 (Yl4)

　本岩は，焼尻島噴出岩類の最上部を構成するもので，焼尻港附近から焼尻燈台にい

たる東浜海岸に露出し，厚さは 70m 以上ある。主として安山岩質熔岩および同質自

破砕熔岩からなるが，上部には火山角礫岩を挾有している。なお，東浜東方の神居岩

も本岩に含まれるものである。本岩の主体をなすものは，肉眼で暗灰色〜帯褐暗灰色

で斜長石および輝石の斑晶が目立つ斑状の両輝石安山岩である。火山角礫岩の角礫も

同質の安山岩からなり，角礫は径 5 〜 30cm を示している。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石・ 普 通 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 一 般 に 長 柱 状 を 呈 し， 中

性長石〜曹灰長石の性質を示す。紫蘇輝石は多色性が弱い。また，輝石類

は集合して団塊をなすことがある。

石 基： ガ ラ ス 基 流 晶 質 で， 少 量 の ア ル カ リ 長 石 縁 を も つ 短 柱 状 の 斜 長 石・ 紫 蘇 輝

石・少量の普通輝石・ ク リス ト バル 石・ガ ラ スおよび鉄鉱からなる。なお

焼尻燈台南部海岸の最上部熔岩中には塩基性のものがあり，これらの石基

の輝石はピジョン輝石で，アルカリ長石に富み，黒雲母およびパーガス閃

石を伴なっている。

　焼尻島噴出岩類は天売島噴出岩類に較べると，一般にガラス質のものが多く，アル

カリ長石が少ないが，石基輝石がピジョン輝石である場合には天売島のものに似てア

ルカリ長石に富んでいる。石基に含まれる有色鉱物の量からみると，中性ないしやゝ

塩基性の安山岩が大部分を占めている。

　天売島の例 (p.  11) のように石基輝石組合せ出現状況を次に示す。

　　Yl4　　　 2　　　　5

　　Yl3　　 　1　　　　　　　  　1

　　Yl2　　　 2　　　　1　　　　1

　　Yl1　　　　　　  　 1　　　　1

　　Yv1　　　　　　  　1　　　　1

　　　　　 　 c　　  　 d　　　 　e
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Ⅱ．4　岩　脈　類

　岩脈類は，焼尻島噴出岩類および天売島噴出岩類を貫ぬくもので，両島ともに存在

する。天売島ではわずかに 1 本観察されたにすぎないが，焼尻島では多く，とくに東

浜海岸から白浜海岸にかけて 20 数本観察される。これらの岩脈の迸入時期は両噴出

岩類後洪積層堆積前である。なお，焼尻島の岩脈類のほとんどは海岸線に対して直角

の方向を示している。これらの岩脈には玄武岩質から安山岩質のものまであり，相互

の関係は不明である。

　橄欖石玄武岩　本岩は焼尻島に露出し，白浜海岸で 2 本，西浦海岸で 2 本，本澄寺

の沢および新開橋の沢下流で各 1 本観察される。これらはいずれも 2.5 〜 5m の幅を

有し，10m 以上の延長がある。肉眼で一般に黒色〜暗灰色を呈する緻密堅硬な岩石

で，風化して橄欖石が淡褐色を呈して観察されるのを特徴としている。

　鏡下では，

斑 晶： 橄 欖 石・ 普 通 輝 石・ 斜 長 石・ 紫 蘇 輝 石 か ら な る。 な お こ れ ら の 量 比 は 場 所

によって多少異なっている。橄欖石は通常自形を呈するが，しばしば融蝕

を受けて円味を帯びているものがあり，ほとんどのものは周縁部および割

れ目に沿って蛇紋石化，イディングサイト化されている。斜長石は一般に

長柱状をなし，曹灰長石〜亜灰長石の性質を示す。普通輝石は柱状の自形

および半自形を呈するが集合双晶をなす部分があり，またその一部は緑泥

石化されている。紫蘇輝石はまれで，多色性は弱い。

石 基： オ フ ィ チ ッ ク 組 織 〜 塡 間 組 織 を 呈 し， 東 部 の 2 本 は オ フ ィ チ ッ ク で， 西 部

に露出するものは塡間組織を示している。短冊状の斜長石・粒状の普通輝

石・クリ スト バ ル石・ 鉄 鉱お よ び少 量 のガ ラスからなる。このほか，斜長

石縁にはごく少量のアルカリ長石がみられ，また新開橋の沢のものにはま

れに黒雲母の微晶が見られる。

　橄欖石含有両輝石安山岩　本岩は焼尻島東浜海岸で 3 本，白浜海岸で 1 本露出して

いる。岩脈の幅は 2.7 〜 4.5m を有し，肉眼で帯緑黒色〜暗灰色の緻密な岩石である。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 橄 欖 石・ 紫 蘇 輝 石 か ら な る。 斜 長 石 は 通 常 長 柱 状 を 呈

し，中性長石〜曹灰長石の性質を示している。輝石類は半自形を呈し，多

く は 緑 泥 石 化 お よ び 炭 酸 塩 化 を 蒙 っ て い る。 橄 欖 石 の 斑 晶 は 少 量 で あ り，

これもまた蛇紋石化やイディングサイト化されている。

石 基： 毛 氈 状 構 造 か ら ガ ラ ス 基 流 晶 質 で， 微 細 な 長 柱 状 の 斜 長 石・ 粒 状 の 単 斜 輝

石・ガラスおよび鉄鉱からなる。なお，単斜輝石の量にはかなりの変化が
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ある。本岩は全般的に緑泥石化および炭酸塩化を蒙っている。

　両輝石安山岩　本岩は焼尻島で 18 本，天売島に 1 本露出する。数も多く脈幅も大

小あるが，最大のものは天売島の西海岸に露出するもので 8 〜 10m を有する。本岩は

肉眼的にもかなりの差があって，暗灰色〜帯黄灰色および帯褐灰色を示すものがあ

り，斑状を呈し，斜長石および輝石類の斑晶が目立つ岩石で，比較的堅硬なため海へ

突出していることが多い。なお，これらの岩脈は母岩への変質作用をほとんどあたえ

ていない。

　鏡下では，

斑 晶： 斜 長 石・ 普 通 輝 石・ 紫 蘇 輝 石・ 鉄 鉱 か ら な る。 斜 長 石 は 通 常 長 柱 状 を 呈 し

中性長石の性質を示す。なお，なかには短柱状を呈するものがあり，また

集合双晶をなすものもあり，一般に分解して汚濁している。輝石類の量比

は場所によって異なるが，紫蘇輝石は少ない。鉄鉱は磁鉄鉱で 2，3 の場所

で観察される。炭酸塩化および緑泥石化などの変質もかなり蒙っている。

石 基： 毛 氈 状 構 造 〜 ガ ラ ス 基 流 晶 質 で， 短 冊 状 の 斜 長 石・ 粒 状 の 輝 石・ ガ ラ ス お

よび鉄鉱からなる。輝石類および鉄鉱の量は場所によってかなり変化があ

る。このほか少量のクリストバル石を含む。これらは炭酸塩化を蒙ってい

る。

A：最上部熔岩中の火山角礫岩　　　D：橄欖石含有輝石安山岩岩脈
図版 6　火山角礫岩を貫ぬく岩脈 ( 焼尻島東浜海岸 )
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　安山岩質の岩脈類は全般的に熔岩よりも激しい炭酸塩化，緑泥石化を蒙っている

が，玄武岩は比較的新鮮であり，前者よりやゝ遅れて貫入したものと考察される。

Ⅱ．5　第　四　系

　本地域の第四系は，海成段丘を構成する洪積層および冲積層からなる。

Ⅱ．5．1　洪　積　層

　洪積層として本地域に発達するものには海成段丘堆積物がある。焼尻島および天売

島では海成段丘がともに良好な発達を示し，とくに焼尻島においては 4 段のみごとな

面を形成している。なお，焼尻島と天売島とでは面に多少高低差が認められるが，こ

れらの面は次のように区分される。

　　　　　　　　　　天売島　　　　　   　焼尻島

　　A 面　　　海抜　160 〜 170m

　　B 〃　　　　〃　  80 〜 100m　　     85 〜 95m

　　C 〃　　　　〃　  60 〜 75m　　　　55 〜 75m

　　D 〃　　　　〃　  40 〜 55m　　　　40 〜 50m

　　E 〃　　　　〃　  20 〜 40m　　　　20 〜 40m

　これら各面の状況を断面図で図示すると第 4 図の通りである。

第 4 図　段  丘  平  坦  面  模  式  断  面  図
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　第 4 図に示すように，段丘面は全体に東方に緩く傾斜しており，段丘形成後の傾動

を伴なう隆起状況がうかゞわれる。

　A面の段丘堆積層は，天売燈台附近の面を形成するもので，分布は狭小であり，か

なり侵蝕されている。堆積物は薄く 50cm 以内で，安山岩の角礫および砂からなって

いる。

　B面の段丘堆積層は，天売島中央部でよく発達している。これと同時面と思われる

ものに焼尻島西端部のもっとも高い面がある。なお，天売島においてこの面と A 面と

の間には，段丘面を形成する時期があったのかも知れないが，海抜 80m 以上の面は

かなり侵蝕によってくずされているため不明瞭となっている。本層の堆積物もまた安

山岩質角礫および砂からなり，厚さは 1 〜 1.5m である。

　C面の段丘堆積層は，焼尻島中央の台地を形成しているもので，発達も広く，ま

た保存も上位のものに比較して非常に良好である。この面に相当するものに天売島中

央部台地を形成しているものがある。本層の堆積物は比較的厚く，焼尻島では公園の

池附近に黄灰色を呈する 2 〜 4m の崖を形成して良好な露出をなしている。基底部は

径 1 〜 3cm の珪化岩の礫もまれに含む安山岩質円礫〜亜角礫からなり ( 約 10 〜 30cm

                                                                         Tc：C 段丘面　  　Te：E 段丘面
図版 7　段  丘  地  形 ( 焼尻島白浜海岸 )
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　　　　　　　　　　　　　                   　Tc：C 段丘面　 　Td：D 段丘面
図版 8　焼 尻 島 で 発 達 し て い る 段 丘 面

の厚さ )，その上位は風化して黄褐色を呈する含礫砂および淡褐色の砂まじり粘土か

らなっている。天売島では相影から燈台への道路側の小沢で観察される。厚さは 3m

内外で径 3 〜 5cm の安山岩質亜角礫および砂から構成されている。

　D面の段丘堆積層は，焼尻島では焼尻燈台および役場の存在する面を形成するもの

で，東部，南部，北部で環状に発達し，天売島では南東部の学校裏の台地を形成する

ものである。本層の堆積物は，焼尻島東浜附近でよく観察され，約 2m の厚さを有

し，径 1 〜 3cm の安山岩の亜角礫および砂からなっている。一方天売島では天売港

附近海岸の崖の上部に露出し，安山岩の亜角礫〜円礫からなり厚さは約 3m である。

　E面の段丘堆積層は，天売島では学校の位置する面を形成するもので，D 面段丘の

前面に良好な発達を示している。焼尻島において豊崎および白浜附近ではかなりの広

さを示すが，東浜地域では狭小な分布を示している。本層の堆積物は焼尻島燈台下の

海蝕崖において，下部 2m は径 2 〜 10cm の安山岩角礫からなり，その上部約 1m は

径 1 〜 5cm の安山岩円礫および砂粒から構成され，安山岩礫は風化して粘土化して

いる。天売島の学校附近では約 2m の厚さを有している。

　これらの海成段丘堆積層は，新第三系の火山噴出岩類を不整含に覆い，更新統に属
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するものであるが，更新統のいずれの時期に属するかは決定する資料がないので明ら

かでない。

　なお，北海道本島の海成段丘との関係を追求することはかなり困難であるが，段丘

面の高さから比較してみると，苫前図幅 4) および羽幌図幅 5) の羽幌段丘面には C 面が，

苫前段丘面には D 面 +E 面が相当する。

Ⅱ．5．2　冲　積　層

　冲積層として本地域に発達するものには，冲積段丘堆積層および現海浜堆積物があ

る。

　冲積段丘堆積層は，焼尻島東部海岸および北部海岸，天売島東部海岸に小分布をな

して発達するもので，E( 段丘 ) 面の前面に海抜 5 〜 10m で境界のやゝ不明瞭な面

を形成して存在する。堆積物は場所によって異なるが，径 1 〜 10cm の安山岩円礫お

よび砂からなり，礫は風化していない。また，天売島西部海上に突出する岩の頂上に，

本面に対比される面および堆積物が観察される。

At：冲積段丘堆積物　　L：天売島噴出岩類下部熔岩
図版 9　天売島赤岩附近でみられる段丘堆積物
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　なお，本層は小規模なため地質図上には表現せず，冲積層として一括した。

　現海浜堆積物は，焼尻島および天売島の現海岸の浜を形成するもので，比較的狭く

10m 内外である。堆積物は少なく，安山岩礫および砂を主としている。なお，焼尻島

南部海岸，すなわち白浜海岸には海棲貝類の殼が多く寄せ揚げられており，白く輝い

ている。

Ⅲ．応　用　地　質

Ⅲ．1　石　　材

　焼尻島および天売島には前述のように，安山岩および玄武岩の緻密な熔岩が広く分

布しており，石材として利用できる。現在は北海道開発庁の手によって，焼尻港およ

び天売港の築港用材として，焼尻島南西海岸および天売島北西海岸の一部で採石を行

なっている。

Ⅲ．2　地　下　水

　両島ともに火山噴出物からなり，また段丘堆積物も比較的薄く，帯水層が少ないこ

とから井戸によって飲料水をうることがかなり困難となっている。このため住民の多

くはそれぞれの小川の沢水を利用しているようであるが，季節的な水量の増減があり

また上流地域の台地は農耕地となっており，衛生管理の点からも適当な対策が必要と

思われる。

Ⅲ．3　鉱　　床

　天売島北西部海岸および焼尻島燈台西部地域の一部で，硫気作用によると考えられ

る珪化および粘土化を蒙っている部分があるが，顕著な鉱化作用は観察されなかっ

た。

　このほか，焼尻島西部の台地および天売島燈台南斜面の表土は，春から夏にかけて

両島に棲息する数種の鳥の糞によって部分的に燐酸に富んでおり，農耕地として他の

地域 (B 〜 D 面上 ) よりも豊饒であるといわれている。
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(Abstract)

GEOLOGY 

T h e  s m a l l  t w i n  i s l a n d s ,  t h e  Ya g i s h i r i  a n d  Te u r i ,  o f  t h i s  s h e e t -
m a p  a r e  s i t u a t e d  i n  t h e  J a p a n  S e a ,  a b o u t  2 5  k m  o f f  t h e  s h o r e  o f  t h e  
n o r t h w e s t  H o k k a i d ō .   T h e y  a r e  l o c a t e d  j u s t  i n  t h e  m i d d l e  p o i n t  a s  
i f  t o  l i n k  t h e  h u g e  e x t i n c t  v o l c a n o s ,  R i s h i r i  a n d  S h o k a m b e t s u ,  w h i c h  
a r e  a b o u t  8 0  k m  d i s t a n t  t o  t h e  n o r t h  a n d  s o u t h ,  r e s p e c t i v e l y .
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T a b l e  1  

B o t h  i s l a n d s  a r e  a l m o s t  w h o l l y  c o m p o s e d  o f  v o l c a n i c  r o c k s  w i t h 
a  f e w  t h i n  b e d s  o f  t u f f  a n d  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e .   T h e  g e o l o g i c a l  
a g e  o f  t h e  r o c k s  i s  e s t i m a t e d  t o  b e  m i d d l e  o r  l a t e r  N e o g e n e  o n l y  b y  
t h e  d e g r e e  o f  r o c k  a l t e r a t i o n s  a s  p a l e o n t o l o g i c a l  e v i d e n c e s  a r e  a b s e n t .  

T h e  T e u r i - s h i m a  i s  a  f l a t - t o p p e d  i s l a n d ,  w h i c h  h a s  t h e  h i g h e s t  
p o i n t  ( 1 8 4 .  5  m )  i n  i t s  w e s t e r n  e n d ,  a n d  i t s  s u r f a c e  i n c l i n e s  g e n t l y  t o  
t h e  e a s t .  

T h i s  f l a t  s u r f a c e  i s  d e f i n e d  t o  b e  t h e  d e p o s i t  p l a n e  o f  t h e  h i g h e s t  
t e r r a c e ,  a n d  o t h e r  f o u r  l o w e r  t e r r a c e  s u r f a c e s  a r e  s e e n  i n  t h e  e a s t e r n 
s l o p e .   T h e s e  f i v e  t e r r a c e s  a r e  c o m p o s e d  o f  u n c o n s o l i d a t e d  g r a v e l ,  
s a n d  a n d  c l a y  o f  P l e i s t o c e n e  a g e .  

T h e  v o l c a n i c  r o c k s  o f  t h e  i s l a n d  a r e  a l m o s t  w h o l l y  p y r o x e n e  
a n d e s i t e s ,  a n d  a m o n g  t h e m  t h e  i n t e r m e d i a t e  t o  a c i d i c  o n e s  a r e  
p r e d o m i n a t e d ,  w h i l e  t h e  b a s i c  o n e s  w h i c h  g e n e r a l l y  c o n t a i n  o l i v i n e
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a s  m i c r o p h e n o c r y s t  a r e  s c a r c e .   P y r o x e n e - h o r n b l e n d e  a n d e s i t e  c r o p s 
o u t  o n l y  a s  v o l c a n i c  b r e c c i a  a c c o m p a n y i n g  w i t h  t h e  t u f f a c e o u s  s a n d -
s t o n e  b e t w e e n  t h e  t h i c k  c o v e r  o f  t h e  u p p e r m o s t  b e d  c o n s i s t i n g  o f  
l a v a  f l o w s  o f  a c i d i c  p y r o x e n e  a n d e s i t e .   D i k e  o f  a u g i t e - h y p e r s t h e n e 
a n d e s i t e  w i t h  t h e  w i d t h  o f  8 ~ 1 0 m  i s  f o u n d  i n  t h e  n o r t h w e s t  s h o r e 
o f  t h e  i s l a n d .   P e t r o g r a p h i c a l  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  t h e  r o c k s  a r e  t h e 
a b u n d a n c e  o f  a l k a l i - f e l d s p a r  a n d  c r y s t o b a l i t e  a n d  t h e  e x i s t e n c e  o f  
t h i n  f l a k e s  o f  b i o t i t e  i n  t h e i r  g r o u n d m a s s .   T h e  i n t e r m e d i a t e  t o  a c i d i c  
a n d e s i t e s  g e n e r a l l y  b e l o n g  t o  t h e  h y p e r s t h e n i c  r o c k  s e r i e s ,  *  a n d  t h e 
b a s i c  o n e s  t o  t h e  p i g e o n i t i c  r o c k  s e r i e s . *   T h e  l a v a s  b e l o n g i n g  t o  t h e 
l a t t e r  s e r i e s  a r e  o n l y  2  a m o n g  t h e  t o t a l  1 4  l a v a  s p e c i m e n s ,  i n v e s t i -
g a t e d  m i c r o s c o p i c a l l y .  

T h e  Ya g i s h i r i - t ō  i s  a  f l a t  i s l a n d  w i t h  t h e  h e i g h t  o f  9 7 m .   T h e 
f l a t  s u r f a c e  i s  t h e  p l a n e  o f  t h e  h i g h e s t  t e r r a c e ,  a n d  o t h e r  3  t e r r a c e s  
w h i c h  a r e  b u i l t  b y  g r a v e l ,  s a n d  a n d  c l a y ,  w e l l  d e v e l o p  a t  t h e  s i d e 
o f  t h e  i s l a n d .   T h e  Ya g i s h i r i - t ō  i s  a l s o  c o m p o s e d  o f  a l t e r n a t i o n  o f  
l a v a  f l o w s  a n d  v o l c a n i c  b r e c c i a  w i t h  s u b o r d i n a t e  a m o u n t  o f  l a p i l l i  
t u f f .   T h e  r o c k  t y p e s  a r e  r a t h e r  m o r e  v a r i a b l e  t h a n  t h o s e  o f  t h e 
T e u r i - s h i m a ,  a n d  r o c k s  r a n g i n g  f r o m  o l i v i n e  b a s a l t  t o  h o r n b l e n d e 
p y r o x e n e  a n d e s i t e  o c c u r  a s  l a v a  f l o w s .   T h e  l o w e r  h a l f  o f  t h e 
Ya g i s h i r i - t ō  v o l c a n i c  r o c k s  s e e m s  t o  b e  c o r r e l a t e d  t o  t h e  Te u r i - s h i m a 
v o l c a n i c  r o c k s ,  a s  t h e y  h a v e  s o m e  r e s e m b l a n c e  p e t r o g r a p h i c a l l y .   I n  
g e n e r a l ,  t h e  r o c k s  o f  t h e  Ya g i s h i r i - t ō  a r e  g l a s s y ,  a n d  c o n t a i n  o n l y  a  
s m a l l  a m o u n t  o f  a l k a l i  f e l d s p a r ,  c r y s t o b a l i t e  a n d  b i o t i t e  i n  t h e i r  
g r o u n d m a s s ,  e x c e p t  t h e  r o c k s  b e l o n g i n g  t o  p i g e o n i t i c  r o c k  s e r i e s ,  
t h a t  w e l l  r e s e m b l e  t h e  b a s i c  a n d e s i t e s  o f  t h e  Te u r i .   T h e  n u m b e r  o f  
t h e  l a v a  s p e c i m e n  o f  p i g e o n i t i c  r o c k  s e r i e s  i s  5  i n  t h e  t o t a l  1 5  o b -
s e r v e d  u n d e r  t h e  m i c r o s c o p e .  

T h e r e  a r e  m a n y  d i k e s ― m o r e  t h a n  2 5 ― i n  t h e  Ya g i s h i r i - t ō ,  
a n d  m o s t  o f  t h e m  r u n  v e r t i c a l l y  t o  t h e  b e a c h  l i n e .   T h e i r  w i d t h  a r e  
s m a l l ,  n a m e l y  2 ~ 5  m .   A u g i t e - o l i v i n e  b a s a l t s  a r e  r a t h e r  f r e s h  t h a n 
o l i v i n e - p y r o x e n e  a n d e s i t e  a n d  p y r o x e n e  a n d e s i t e ,  i n  w h i c h  t h e  a l t e r -
a t i o n  h a s  p r o c e e d e d  t o  o b s c u r e  t h e  m a f i c  m i n e r a l s  i n  t h e  g r o u n d m a s s 

  *  refer  to  the Atami Sheet-Map,  scale  1:75,000,  H.  Kuno,  1952,  p .  29
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i n  s o m e  s p e c i m e n s ,  a n d  s o  t h e  i n t r u s i o n  o f  t h e  b a s a l t i c  d i k e s  s e e m s 
t o  b e  l a t e r  t h a n  t h a t  o f  a n d e s i t e s .  

ECONOMIC GEOLOGY 

T h e  t w o  i s l a n d s  a r e  a l m o s t  b a r r e n  i n  m i n e r a l  r e s o u r c e s ,  e x c e p t  
s o m e  a n d e s i t e  f o r  t h e  l o c a l  u s e  a s  b u i l d i n g  s t o n e .  

T h e r e  a r e  s i l i c i f i e d  s m a l l  a r e a  d u e  t o  t h e  s u l f a t a r i c  a c t i v i t y ,  b u t  
n o  i n d i c a t i o n s  o f  o r e  a r e  f o u n d .
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